
 
 

＊新型コロナウイルス感染症のため開催が変更となる場合がございます。ご了承ください。 

 

 玉井
た ま い

 浩
ひろし

さん 大阪医科薬科大学小児科名誉教授 

東日本大震災の復興支援を続ける中で得た資料をもとに、長期化する避難生活
で受ける健康面、心理面、経済的ダメージの現状を知り、人と人のつながりが、
発災時や復興において大切であることを学びます。 
 

 

 

 

参 加 費：無料（１講座のみの参加でも可能です） 

会 場：クロスパル高槻（総合市民交流センター） 

      ７階第 702号室＊JR高槻駅中央出口南側出てすぐ 

定 員：各回 100名（要事前申し込み・先着順）  

手話通訳・要約筆記あり 

申 込 先：（一社）高槻市人権まちづくり協会まで 
       電話 072(647)7825 / FAX072(647)7233 

申込期間：9月 5 日（月）から各開講一週間前までの 8:45～17:15 

   申込期間経過後も定員に空きがあれば申込を受け付けます。 

主催：高槻市 
後援：高槻地区人権推進企業連絡会・三島人権擁護委員協議会高槻地区委員会 
企画・運営、申込先：（一社）高槻市人権まちづくり協会 

〒569-0071 高槻市城北町 1-14-6荒木ビル 3階  

 

 

様々な人権課題をやさしく学ぶ講座 

 斎藤
さいとう

 真
ま

緒
お

さん 立命館大学産業社会学部教授 

 

暁 project 代表  

 

 

第１回 

大人に代わって家族の介護に追われる子ども・若者が、「ヤングケアラー」です。
知っておきたい現状と問題点を学び、地域の中の活動で私たちにもできることは
ないか、探っていきましょう！ 

第２回 

第３回 

第４回 

 

第５回 

 栗本
くりもと

 敦子
あ つ こ

さん Facilitator’s LABO（えふらぼ） 

栗本 敦子 

 

 大久保
お お く ぼ

 暁
あきら

さん 暁 project 代表・児童発達支援管理責任者 

 古部
ふ る べ

 真由美
ま ゆ み

さん まるっと西日本代表世話人・関西学院大学非常勤講師 

アンコンシャス・バイアスとは、「無意識の思い込み」と訳され、私たちの誰もが持っ
ているものです。問題は、そのような無意識の関連づけが相手に影響を与え、ネガテ
ィブに作用することにあります。一緒に気づきの時間を持ちましょう。 

ヤングケアラーを知っていますか？子ども・若者の人権という視点から考える 

「NIPT」という胎児の遺伝学的検査が臨床に導入されました。非確定的検査で
すが、その手軽さから急速に広がる一方、十分なカウンセリングが実施されて
いない現状があります。胎児の人権も一緒に考えてみましょう！ 

 

出生前遺伝学的検査と胎児の人権 

 

自分らしく生きるために！性への悩みを抱えた経験から、自分らしく生きること
ができる、生きやすい社会を目指して活動されている当事者です。近年の若者た
ちの関心ごとや個性に悩みを持つ方への理解を深め、世代や性を超えたコミュニ
ケーション能力を強化し、つながりを広げましょう 

 

女性として生まれ、男性として生きる 

 

災害後のあなたに起こること 

無意識の思い込み「アンコンシャス・バイアス」 

【こども】９月30日（金）14時 ～ 

【障がい・いのち】10月７日（金）14時 ～ 

【偏見】10月14日（金）14時 ～ 

【性・ジェンダー】10月21日（金）14時 ～ 

【防災】10月28日（金）14時 ～ 


